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な
削
減
（phase dow

n

）」
や
何
も
言
及

し
な
い
、
と
い
う
案
が
出
さ
れ
る
な
ど
し
た

が
、
最
終
的
に
「transitioning aw

ay 

from
 fossil fuels

」
と
い
う
文
言
で
合
意

が
な
さ
れ
た
。
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
で
も
文
言
で
揉
め
た
結
果
、「
排
出
削

減
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
石
炭
火
力

発
電
の
段
階
的
な
削
減
（phase dow

n

）」

国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
）
の
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
は
、
第
二

八
回
を
迎
え
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
三
〇
日

～
一
二
月
一
三
日
の
間
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
、
以
前
は
政
府
交
渉
官
の
会
議

の
色
が
強
か
っ
た
が
、
交
渉
と
は
直
接
関
係

の
な
い
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
や
技
術
展
示
な

ど
が
毎
年
増
え
て
き
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
で

も
参
加
者
は
大
き
く
増
え
て
約
三
万
人
の

参
加
者
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
28
で
は
実
際
の
参
加
者
は
不
明
だ
が
、

交
渉
ゾ
ー
ン
の
ア
ク
セ
ス
許
可
が
七
万
人
、

展
示
の
み
の
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
へ
の
許
可
が

四
万
人
も
の
参
加
登
録
が
な
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ

Ｐ
自
体
は
、
当
然
な
が
ら
政
府
間
の
交
渉
が

主
で
は
あ
る
も
の
の
、
会
議
全
体
、
会
場
の

雰
囲
気
と
し
て
は
、
交
渉
以
外
の
部
分
が
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
は
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
と
す

る
論
調
が
多
い
も
の
の
、
国
際
的
な
評
価
は

分
か
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
パ
リ
協
定
に

基
づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク
と

呼
ば
れ
る
気
候
変
動
対
応
の
五
年
に
一
回

の
進
捗
管
理
の
年
だ
っ
た
た
め
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

ま
た
、
前
回
エ
ジ
プ
ト
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ

Ｐ
27
で
は
、
途
上
国
の
気
候
変
動
に
よ
る
、

ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
（
損
失
と
損
害
）
の
た
め

の
基
金
創
設
が
合
意
さ
れ
た
が
、
そ
の
具
体

的
な
運
用
に
関
す
る
議
論
に
も
注
目
が
集

ま
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
途
上
国
の
期

待
が
と
り
わ
け
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
上
は
途
上
国
扱
い
の
議
長
国

Ｕ
Ａ
Ｅ
も
基
金
支
出
を
表
明
す
る
形
で
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
28
開
催
前
に
先
進
国
の
資
金
拠
出
の

合
意
を
引
き
出
し
、
異
例
で
あ
る
が
会
議

冒
頭
で
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
関
係
の
文
書
の

決
議
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
28
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
な
議
論
が
最

終
局
面
ま
で
は
進
ん
だ
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
イ

ク
関
係
の
文
書
は
意
見
の
対
立
が
表
面
化

し
て
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
は
、
報
道
の

と
お
り
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
は
化
石

燃
料
時
代
の
『
終
わ
り
の
始

ま
り
』
で
合
意
」
と
か
、「『
化

石
燃
料
か
ら
の
脱
却
を
図
る
』

と
い
う
歴
史
的
な
合
意
」
と

い
っ
た
肯
定
的
な
報
道
が
目

立
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
多

様
に
解
釈
で
き
る
文
言
を
作

り
出
し
、
何
と
か
薄
氷
の
合

意
に
至
っ
た
と
い
う
印
象
で

あ
る
。

「
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却

（tran
sition

in
g aw

ay 

from
 fossil fuels

）」
の
部

分
は
、
意
見
の
対
立
が
激
し

か
っ
た
。「
段
階
的
な
廃
止

（phase out

）」、「
段
階
的

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の
開
催
結
果

薄
氷
の
合
意
と
原
子
力
に
対
す
る

前
向
き
な
変
化

追跡

原子力

（出典：筆者）

●ドバイCOP28 会場の様子
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量
を
世
界
全
体
で
三
倍
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

改
善
率
を
世
界
平
均
で
年
率
二
倍
」
と
い
う

目
標
も
記
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
のN

et Z
ero 

R
oadm

ap

の
二
〇
二
三
年
版
に
記
載
さ
れ

た
数
値
で
あ
り
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
要
請

を
受
け
て
報
告
書
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
の

連
携
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
う
か
がい

知
れ
る
。

こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
、
東
西
冷
戦
後
の

国
際
協
力
の
中
で
進
ん
で
き
た
気
候
変
動
対

応
に
お
い
て
、
二
℃
目
標
か
ら
一
・
五
℃
目

標
へ
と
目
標
を
引
き
上
げ
て
き
た
。し
か
し
、

現
実
は
一
向
に
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

は
減
ら
ず
、む
し
ろ
増
え
続
け
て
き
て
お
り
、

多
く
の
専
門
家
、
関
係
者
は
、
一
・
五
℃
目

標
の
実
現
は
不
可
能
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
世
界
の
首

脳
や
関
係
者
は
、
そ
の
不
都
合
な
現
状
を
直

視
で
き
ず
、
も
し
く
は
で
き
て
は
い
て
も
そ

れ
を
公
式
に
は
言
え
ず
、
引
き
続
き
、
意
欲

的
な
目
標
を
掲
げ
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
が

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
、
現

状
で
は
世
界
は
分
断
さ
れ
て
き
て
お
り
、
本

来
、国
際
協
力
が
必
要
な
排
出
削
減
対
策
は
、

よ
り
一
層
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

で
合
意
し
て
い
る
。
今
回
は
石
炭
だ
け
で
は

な
く
化
石
燃
料
全
体
に
関
す
る
方
向
性
の

合
意
を
行
な
う
の
か
が
焦
点
と
な
っ
た
。
合

意
さ
れ
た
の
は
、「phase out

」
で
も
、

そ
れ
よ
り
緩
い
「phase dow

n

」
で
も
な

く
、
さ
ら
に
緩
い
「transitioning aw

ay 

from

」
で
合
意
さ
れ
た
。
日
本
の
メ
デ
ィ

ア
は
「
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
」
と
伝
え
て

い
る
こ
と
が
多
い
が
、「transitioning 

aw
ay from

」
は
、
日
本
語
の
「
脱
却
」

と
い
う
よ
り
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
的
に
少
し
マ

イ
ル
ド
で
あ
り
、
日
本
政
府
は
「
化
石
燃
料

か
ら
の
移
行
」
と
訳
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
文
は
、「
パ
リ
協
定
の
内
容
を

踏
ま
え
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
国
情
、
経

路
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
慮
し
、
各
国
ご
と
に

自
ら
決
定
し
た
方
法
で
、
以
下
の
世
界
的
努

力
へ
の
貢
献
を
要
請
す
る
」
の
下
に
記
載
さ

れ
て
い
る
文
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必

要
で
あ
る
。「
各
国
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
国
情
、

経
路
、ア
プ
ロ
ー
チ
」が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

実
効
性
が
ど
こ
ま
で
生
じ
る
の
か
は
不
透

明
で
あ
る
。

ま
た
、「
産
業
革
命
前
か
ら
の
世
界
の
平

均
気
温
上
昇
を
一
・
五
℃
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
二
〇
一
九

年
と
比
べ
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
四
三
％
、

二
〇
三
五
年
ま
で
に
六
〇
％
削
減
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
し
た
と
の
報
道
も
見
受
け
ら

れ
た
。
し
か
し
こ
の
文
も
、
正
確
に
は
「
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
統
合
報
告
書
が
、
一
・
五
℃
未
満
を

気
温
の
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
無
も
し
く
は

小
さ
な
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
の
場
合
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
二
〇
一
九
年
と
比

べ
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
四
三
％
、
二
〇
三

五
年
ま
で
に
六
〇
％
削
減
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る

（recognize

）」
と
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

と
し
て
そ
れ
を
目
標
に
掲
げ
る
と
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
記
述
の
数
値
か
ら
は
距
離
を

お
い
た
記
述
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
の
本
体
で
は
、
一
・

五
℃
未
満
だ
が
、
気
温
の
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
無
も
し
く
は
小
さ
な
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト（
一
・
六
℃
未
満
ま
で
一
時
的
に
上
昇
し
、

そ
の
後
二
一
〇
〇
年
ま
で
に
一
・
五
℃
未
満

に
）
の
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
、
気
温
の
高
オ
ー

バ
ー
シ
ュ
ー
ト
の
シ
ナ
リ
オ
の
方
が
多
く

報
告
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
場
合
、
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
二
三
％
減
、
二
〇
四
〇
年
ま
で
に

五
五
％
減
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
三
五
年
に

つ
い
て
は
明
記
無
）。
と
は
言
え
、
二
〇
二
五

年
ま
で
に
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
二
〇

三
〇
年
の
国
別
貢
献
Ｎ
Ｄ
Ｃ
と
し
て
の
各

国
排
出
削
減
目
標
の
参
考
情
報
と
し
て
認

識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
再
エ
ネ
容

（出典：筆者）

●IEA の2050 年実質ゼロ排出実現のためのロードマップにおける原子力発電の見通し
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中
で
「transitioning aw

ay from
 

fossil fuels

」
と
し
た
こ
と
自
体
は
妥
当

な
記
述
だ
と
評
価
で
き
る
が
、
他
方
、
決
議

文
書
に
書
き
込
ま
れ
る
微
妙
な
言
葉
遣
い

に
焦
点
が
あ
た
り
実
効
性
の
乏
し
い
合
意

を
し
て
、「
歴
史
的
な
合
意
」
と
す
る
の
は

残
念
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

し
か
し
そ
れ
よ
り
も
、
筆
者
の
今
回
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
28
の
個
人
的
な
最
大
の
印
象
は
、
原
子

力
に
対
す
る
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ド

イ
ツ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
気
候
変
動
対

応
に
熱
心
な
勢
力
は
原
子
力
に
は
否
定
的

な
こ
と
が
多
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
い
う
気
候
変
動

対
応
の
議
論
の
中
で
は
、
原
子
力
に
よ
る
対

策
は
議
論
に
上
り
に
く
い
状
況
が
あ
っ
た
、

し
か
し
今
回
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
イ

ク
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
合
意
で
は「
再
エ
ネ
、原
子
力
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
な
ど
の
削
減
・
除
去
技
術
（
特
に

削
減
が
困
難
な
セ
ク
タ
ー
で
重
要
）、
低
炭

素
水
素
製
造
な
ど
、
ゼ
ロ
・
低
排
出
技
術
の

加
速
」
と
の
記
載
も
な
さ
れ
、
原
子
力
が
明

記
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
議
長
国
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
原

子
力
推
進
国
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

れ
を
超
え
て
世
界
の
原
子
力
へ
の
見
方
の

変
化
を
物
語
っ
て
い
る
。

ろ
か
、
二
℃
目
標
で
あ
っ
て
も
達
成
は
困
難

で
あ
る
。「
再
エ
ネ
、
原
子
力
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

な
ど
の
削
減
・
除
去
技
術
（
特
に
削
減
が
困

難
な
セ
ク
タ
ー
で
重
要
）、
低
炭
素
水
素
製

造
な
ど
、
ゼ
ロ
・
低
排
出
技
術
の
加
速
」
の

よ
う
に
技
術
中
立
で
様
々
な
技
術
を
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
原
子
力
発
電
の
重
要
性
は
明
白
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
二
〇
二
三
年
の
Ｇ
７
主
催
国

と
し
て
「
多
様
な
道
筋
」
を
主
張
し
て
き
た

が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
決
定
も
こ
れ
に
沿
っ
た
も
の

と
言
え
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、
二
〇

二
三
年
二
月
に
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
基
本

方
針
で
、
次
世
代
革
新
炉
の
開
発
・
建
設

を
含
む
、
原
子
力
発
電
の
活
用
方
針
を
明

確
化
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

以
降
の
原
子
力
政
策
か
ら
一
歩
踏
み
出
す

修
正
を
行
な
っ
て
き
て
い
る
。

気
候
変
動
リ
ス
ク
へ
の
対
応
が
急
が
れ

る
が
、
他
方
、
意
欲
的
な
目
標
を
掲
げ
る

Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
は
裏
腹
に
、
世
界
排
出
量
は
増

大
を
続
け
、
そ
し
て
世
界
が
分
断
さ
れ
る

中
、
対
策
が
よ
り
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
・
安
定
供
給
、
経

済
性
に
も
優
れ
、
脱
炭
素
化
を
実
現
し
得

る
原
子
力
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
実
効

あ
る
気
候
変
動
抑
制
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
日

本
も
電
力
自
由
化
の
中
で
あ
っ

て
も
、
短
期
的
な
経
済
効
率
性

の
追
求
に
陥
り
や
す
い
市
場
の

失
敗
を
是
正
し
、
長
期
的
な
経

済
効
率
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
・
安
定
供
給
と
脱
炭
素
の

価
値
に
基
づ
い
て
、
原
子
力
発

電
の
適
正
な
活
用
に
つ
な
が
る

政
策
立
案
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
、
正
式
な
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
と
は

別
に
有
志
国
等
に
よ
る
声
明
も
出
さ
れ
た
。

今
回
、
国
際
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
し
て
原
子
力

発
電
設
備
容
量
を
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二

〇
二
〇
年
比
で
三
倍
に
す
る
有
志
国
に
よ

る
宣
言
も
発
表
さ
れ
た
。
日
本
の
ほ
か
、
Ｕ

Ａ
Ｅ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、

カ
ナ
ダ
、韓
国
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、チ
ェ
コ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、フ
ラ
ン
ス
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
米
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
、
二

二
か
国
が
賛
同
し
た
（
一
二
月
末
ま
で
に
一

か
国
が
追
加
と
な
り
計
二
三
か
国
）。
ち
な

み
に
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
のN

et Zero R
oadm

ap

で
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
原
子
力
二
倍
の

シ
ナ
リ
オ
と
な
っ
て
い
る
。
三
倍
は
相
当
チ

ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
で
あ
る
が
、
せ
め
て

二
倍
程
度
を
実
現
し
な
け
れ
ば
、

「transitioning aw
ay from

 fossil 

fuels

」の
実
現
は
困
難
で
あ
ろ
う
。そ
の
他
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
で
は
、
国
際
原

子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
や
世
界
原
子
力
協

会
な
ど
が
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設
け
る
な
ど
、
原

子
力
関
係
の
展
示
、議
論
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

再
エ
ネ
の
拡
大
は
必
須
で
あ
る
が
、
再
エ

ネ
や
省
エ
ネ
だ
け
で
は
一
・
五
℃
目
標
は
お

追 跡 原 子 力

（出典：筆者）

●COP28 日本パビリオンの様子：G7 議長国の日本からイタ
リアへの引き継ぎ（日本の伊藤環境大臣とイタリアの環境・
エネルギー安全保障大臣）


